
　令和５年度「自然首都・只見」学術
調査研究成果発表会が1月28日に只
見公民館で開催され、町の助成を受け
て調査研究を行った５グループの研究
者がその成果を発表しました。町内外
から43人の聴講者が集まり、発表後
は、活発な質疑応答も行われました。
各調査研究の概要を紹介します。

令和5年度「自然首都・只見」
学術調査研究成果発表会

▲ 石井 康人氏 ▲深野直孝氏、村上弘章氏、
　片山知史氏

▲ 大橋 慎太郎氏▲ 森口喜成氏 ▲鈴木海都氏（オンライン）

▲ 満席の会場の様子

▲右巻き（A）と左巻き（B）のカタツムリ 

調査研究の背景と目的
　只見地域にはアイヅマイマイとよばれる右巻きのカタツ
ムリが生息することが知られていますが、これまでほとん
ど研究がなされておらず、近縁な種や由来などが明らかに
されていませんでした。また、只見町にどのようなカタツ
ムリの仲間（ナメクジなどを含む）が生息しているのかも
あまり調査されていませんでした。そこで、只見町に生息

令和5年度「自然首都・只見」
学術調査研究成果発表会

� 石井 康人（東北大学理学部）

「モザイク植生は動物進化のゆりかご：
� 只見町の陸産貝類を例として」

するカタツムリの種類を調査するとともに、アイヅマイマイの進化的起源について調べました。

わかったこと
　本調査で約10種のカタツムリが確認されました。このうち、ハナタテヤマナメクジとオオコウラナ
メクジの2種は、福島県西部で初記録でした。
　ほかの地域では確認されていないナメクジが確認されたことから、只見町は独自のカタツムリの種構
成を有すると考えられます。特に、オオコウラナメクジは全国的にも希少な種であることから、貴重な
記録です。
　遺伝子解析の結果、アイヅマイマイは福島県東部ではなく、新潟県の集団に近縁であることがわかり
ました。さらに詳細な遺伝子解析の結果から右巻きが左巻きから出現した年代は現在の日本列島が形成
される以前の約3500万年前と推定されました。当時の環境などの条件がどのようにこの進化に関わ
ったのかの詳細は今後の課題です。
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調査研究の背景と目的
　アブラチャンは緑の果実をつけるクロモジ属の落葉低木ですが、只見では赤い果実をつけるアカミノ
アブラチャンが発見され、町の天然記念物に指定されています。本研究では、アカミノアブラチャンの
遺伝的特徴の解明と増殖方法の検討を目的としました。

わかったこと
　アカミノアブラチャンの増殖方法について、6月と7月に挿し木と取り木の二種類の方法を検討しま
した。挿し木処理は、発根させるための環境を整えることに多大な労力を要し、増殖方法として現実的
でないと考えました。取り木処理は、枝の樹皮を環状に剥ぎ取り、十分に湿らせた赤玉土あるいは水苔
で包み、ビニール袋で密閉した後、アルミホイルで覆って固定しました。この方法では、6月に処理さ
れた枝の全てで発根しました。
　唱平の４株（天然記念物指定）とふるさ
と館田子倉の横庭の４株の合計８株のアカ
ミノアブラチャンのクローンチェックを行
いました。その結果、８株とも異なる遺伝
子を示しました。今後は、アカミノアブラ
チャンの遺伝的特徴をさらに明らかにして
いきたいと考えます。

調査研究の背景と目的
　土壌や河川などの環境中には、そこに生息する生物のフンや体液などに由来するＤＮＡ（生物の設計
図）が存在しています。これを環境ＤＮＡといいます。環境ＤＮＡを調べることで、その場所にどのよ
うな生物が生息しているかを知ることができます。
　只見町の魚類を保全するには、どこにどのような種が分布しているのか、正確に把握する必要があり
ます。これを明らかにするために、只見川と伊南川、その支流（田子倉湖より上流は除く）で環境ＤＮ
Ａ調査を行いました。

わかったこと

� 森口 喜成、數間 るび（新潟大学）

� 深野 直孝、村上 弘章、片山 知史（東北大院農）
� 春本 宜範 （アクアマリンふくしま）

「只見町指定天然記念物アカミノアブラチャンの
� 遺伝的特徴と増殖方法」

「『只見町のどこに・どのような魚がいるのか？』を
� 環境ＤＮＡで読み解く」

▲調査地点と検出種数 

　全2４地点から35種の魚類のＤＮＡが検出されました。また、支流よ
りも本流で検出種数が多い傾向がありました。検出された地点はイワナ属
が最多で、調査を行った全地点で検出されました。イワナ属は只見町を代
表する魚種であり、今後、より詳しい分布や生態研究の必要があると思わ
れます。
　また、オオクチバスやブルーギルといった国外外来種が検出されません
でしたが、日本の他の地域から移入した種は13種で全体の約半数と多
く、これ以上国内移入種を増やさない努力が必要です。一方で、ホトケド
ジョウ、キタドジョウ、アカザといった希少種が多く検出されました。

▲アカミノアブラチャン ▲取り木処理
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▲等倍率（約１００倍）で見た柾目（ブナ）

調査研究の背景と目的
　只見町では豊富な森林資源を背景に間伐材を薪エネルギーとして公共施設に活用す
ることで、森林整備と資源の地産地消を同時に進めることが計画されています。本調
査では、只見町の一般家庭における薪材の調達方法および薪の年間消費量を調べ、持
続的な森林資源活用の可能性と化石燃料代替によるＣＯ2削減への貢献について評価
しました。

わかったこと
　町民の方の情報提供による只見町の薪ストーブの利用世帯97戸のうち63戸で聞
き取り調査を行いました。その結果、薪材調達方法は、購入による調達が53％、自
己調達が４7％でした。すべての薪ストーブ利用者は、自身で薪割作業を行っていま
した。また、自己調達のうち伐採から行う人が30％でした。ストーブの種類は、鋳
物が約65％、鋼板が35％でした。薪材樹種は、約67％の世帯が広葉樹、約33
％が針葉樹を主に使用していました。薪の年間利用量は家の大きさやストーブの種類
などの条件で大きく変わりますが、最大約19㎥、最小約2㎥、平均約7．5㎥でした。
　97戸での薪利用量を推定すると、66８㎥/年となり、これを灯油で代替した場
合、年間11８㎘（ドラム缶591本分）と推定できました。これをもとに経済効果
やＣＯ2排出抑制効果を試算しました。また、薪ストーブを利用することによって、
生活の質の向上につながる効果があることもわかりました。

� 大橋 慎太郎（新潟大学農学部）

「只見町における一般家庭の薪エネルギー活用の
� 経済効果とCO2削減効果の評価」

調査研究の背景と目的
　只見町には国指定重要文化財に指定されている民具のほか、指定外の民具が約九千点あり、これらの
保存と利活用が課題となっています。従来の民具研究は、民俗学的な手法で地域の生活文化などを明ら
かにしてきました。本研究では新たなアプローチとして非破壊的な方法で民具に使用されている木材の
樹種を特定し、民具の種類による樹種選択の違いやその理由を明らかにすることで、民具から見た樹木
利用の伝統的知識を歴史生態学的な観点から体系的に整理しようと試みました。これらにより文化財に
指定されていない民具に新たな価値を見出すことができると考えました。

わかったこと
　コウシキ77点、堅杵72点、横杵４3点、カケヤ7点、ヒブセ４８点の合計2４7点の民具の樹種

� 鈴木 海都、土本 俊和、井田 秀行（信州大学）

「只見町の民具の使用木材種：
� 非破壊的方法による樹種同定の試み」

を判別しました。これら樹木は、近辺の山林で入手できる種でした。
また、民具の用途に適した樹木を選択していたこともわかりました。
例えば、除雪に用いられるコウシキには柾目面が滑らかで曲げ強度が
高いブナが9割以上用いられました。また、杵の頭には硬く摩耗に強
いイタヤカエデが、柄には堅く強度のあるキハダが多く用いられてい
ました。
　今後は破壊的な方法も併用する中で樹種判別精度を高めるととも
に、民具を学校教育などの場でも幅広く活用できる可能性を探ってい
く予定です。
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